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HITAC8000シリーズ処理装置の部品と実装
Processor Parts and Their Mounting for HITAC8000Series

谷 恭 彦*
Yasuhiko Tani

要 旨

HITAC8000シリーズほ数種の処理装置と多数の人E-リカ装置により構成されており,システムを組む場合こ

れらの機器を任意に選択してその業務に最も適した構成とすることができるこそのため各機器の外形寸法.色

彩などほ統一して決められている丁:また本シ1+-ズの他部装置は高速演算機能を高†言桓度,低価格で実現する

ため種々の新技術が採用されている｡本稿ではこれらのうち従来とまったく異なるものとして,集積回路とそ

れの実装方法,布線に要求される条件,および布線の安定化.低価格化を実現するプラッタを用いたバックパ

ネル,演算を制御するマイクロプログラムを収容するための固定甜意装置について述べる.｡なお加えてその他

の記憶装置,スクラッチパッドメモリ,主記憶用磁心言止憶装置についても,その概要を述べる｡

1.緒 ロ

HITAC80()()シリーズは共通のArchitectureをもった数種の処

理装匠と標準入L_lj力仕様をもった多数の入出力装置群とからなるフ

ァミリーシステムである｡この小形から大形までを同一の設計思想

によって統一することほ多くのハードウェア技術の開発によって,

ほじめて経済的に‾口†能となったものである｡,本シリーズの機器は入

!_lりJ装置を除き,すべて同一の外観をしており,形状,色,ラックの

‾､J`法などは統一して決められている.-ノキャビネットラックは幅125

cm高さ158cm奥行62.5cmのものを標準とし必要に応じて,これ

とこの半分の幅のものを組み合わせて構成されている｡

8100,8300,8400,8500の処理装置には同一の実装方法が採用さ

れた｡集積回路と多層プリント基板(プラッタと呼ばれる)による

パネル配線である｡標準ラックは18枚のプラッタを収納すること

ができる構造をしてこざゴり,6枚は中央の固定架に取り付けられ,残

りの12枚ほそれぞれ3枚ずつ前後の四つの可動架に取り付けられ

ている｡プラッタほ多層プリント蛙板であって,パネル配線を印刷

トーゴ己満と化し,信凪′伽こシー′レドしインピーダンスを均〟一に保って回路

のi子ぎJ連動作を保証している‥プラッタ問の相互接続にほpair また

ほTippleのケーブ′レを川いている｡各プラッタは104枚の論理回

路プラグインと26本の接続ケーブルを収容する能力があるくノ ブラ

ブインは約7.5cmxlOcmの大きさで13mm間隔で1段当り30枚

り三与ヒされ,こJtが4段取り付けらjLる._､各ブラックのl二‾‾Fにおのお

の5榊ずつのコネクタが水平に取り付けられており,これほ接続ケ

ーブルに川いらメtるこ1枚のプラッタほ600から1200個のゲートを

収容している=,

2.集 積 回 路

侶√一.汁節機は当初丹Z巨管をHh､て作られた｡この方式の計算機は

大きな電力を要する横根であった.二.その後高速スイッチングトラン

ジスタの発附こより,それを川いた機械が現われて非常に小さなも

のになった｡しかし,この小形化されたものでも機械のサイクルタ

イムの2n～40%は裏パネルの配線その他の相互援統のための伝播

時間に費されており,高速の動作を行なわせるにはさらに小形化す

ることが必要である｡このような小形化ほマイクロ･エレクトロニ

クスの技術を用いることiこより基本スイッチ回路を小さくすること

により吋能となってきた乙〕

従来の計算機においてほ多数の部品問の接続点がきわめて多く∴

この接続が宿願度を低Fさせる一つの大きな要因であったが,集積
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図1 処 装 置

図2 処理装 置(内 部)

回路はその構造上これを極度に減少させることができる利点を有し

ている｡またこれの製造にほ光学的手段による焼付け,エッチング,

拡散,酸化,金属焼付などの手段が用いられ量産性に富んでいるの

で機能当たりの価格を低減させることができる｡以上のことから

HITAC8000シリーズには集積回路が採用され,高速度高信転度を

もった低価格のシステムとなっている｡

2.1C仙L形集積回路

8100,8300,8400,8500には基本論理素子としてCML(Cur･

rent Mode Logic電流切換形論理回路)を用いている｡これは不

飽和形の論理回路で非常に早い速度をもっており大形機に適してい

ることから採用されたものである｡
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CMLの動作ほ下記のとおりである(図3(a)参照)｡抵抗月1月2

トランジスタ06ほバイアス電圧を作るものでトランジスタ¢5の

ベースに約1.2Vのバイアスを供給する｡トランジスタ¢1から¢4

ほ入力ゲートとして動作する｡トランジスタ07と08は出力用エ

ミッタフォロワで在に反転した出力を得ることができる｡ゲート人

力が-1.6VであるときはトランジスタQl一¢4にほ0.4Vの順バ

イアスがかかるが,コレクタ電流を流すには最小0.6Vのバイアスが

必要なので電流は流れない｡したがってQ7の出力NORは帆gに

よって一0.8Vとなる｡一方Q5には順バイアスで約6mAの電流が

流れ凡5に0.8Vの電圧降下を生ぜしめQ8の帆gが加わって出力

ORとして-1,6Vが得られる｡入力の一つでも-0.8Vにあがると

そのトランジスタとQ5の関係は逆になってNOR出力は一1.6Vに

OR出力は-0,8Vになる｡したがってこのl司路の論理式は図示の

ようになる｡

この回路ほどのトランジスタも飽和動作をしないので無負荷のス

イッチ速度は入出力のトランジスタの周波数特性と内部浮遊容量に

よF)決定される｡図3の回路をシリコンチップ上に形成するiこあた

っては,人力トランジスタの出力容量を低くし,凡4,凡5,凡,凡1,

凡2の寄/巨容量を減らし,出力トランジスタの内部抵抗を低くする

よう設計しなければならない｡本集積回路の無負荷における1段の

遅れは3nsと推定され,六つの入力負荷を含む100pFの負荷を駆

動するとき,18nsのpairdelayである｡そのほか,この回路は下

記のような特艮をもっている｡

(1)出力をファンタムオア(出力を互に接続してORを取る)

とすることができる｡

(2)常に正道二つの出力を得ることができる｡これは論理を組

む上で非常に有効で20%程度素了･数を減らすことができ

ヒ;
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焦横回路特性表

Pair delay

ノJ 数

= ノブ 数

雑 音 裕 度

氾 腔 範 閉

†∴ 号 振 幅

椚 代 ■‾在ノノ

24ns

8

8～16つ声

±30夕方

10＼60､℃

-1.6V～-0.8V

125mVx2

てデノミニモ～:〕

るこ

電源が一種煩でよい‥

i門費電流はスイッチ動作に無関係にほぼ一鑓であるr-)

人プJインピーダンスが掛､こ したがって■て■右連動作のk送維

に接続するに適して二Fゴりフアン7ウトを大きくとることカー;

できる._)

(6)維音の許創立が大きい.

L･かしいくつかの欠点もも/,ている｡.その一つは福川振幅が′トさ

く1V以‾Fであることであるこ したがって練兵が相当長く外部の純

音の影響を受けやすい入出力装匠と接続するための線路送受†.一丁機に

ほ特殊なレベル変換用増幅器を必穿とするこ∴なおそのほかの人′.巨流

回路たとえば高速メモリの騒動回路,ランプ駆動回路などと接続す

るた捌こ増幅器を用いなければならない｡第2の火ノ∴(ほナ門鄭注力が

大きいことである･｡8000シリーズで用いているCMLはpairdelay

を最悠条件でも十分なマージンをもたせるために1恒1路当たり125

mWとなっている｡

2.2 集積回路の実装

集積回路のチップ(約1.3mm杓)ほ4入力の回路を2i_ij_】路含むこ

とができるのでこれを1/4in角で14本の導線をもった容器,フラッ

トパッケージに収額Lている｡このパッケージを従来の計節機のト

ランジスタやダイオードと同様にプラグインに取り†､j‾け,これなノミ

ックパネルにそう人すること己こよって組立てる｡プラグインの標準

ほ16個の集積回路を実装できるよう設計さjlており,厚さ約1.6

mm,大きさ約7.5cmxlOcnュのプリント基板であるが場伽こt上っ

てほこの倍の大きさを用いることもある｡他の中一-･部ノii--の取付けに

も同一寸法の基板を用いている｡

基枇には2種類あり,-一つは何由基板で,上下両州を用いて川路

を形成し,その接続i･こはスルーホールメッキを川いたものであるL-.

他の一つは3層で内層を接地層として用いて,接地の不完全による

雑音の問題を除いたものである｡この基板ほ在来の標準プラグイン

に比べ高度の設計および射乍技術が必要である.ノ､稲梓川‡エ実装とそJL
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図7 バックパネルと配線
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r:線路長Jの伝播時間

(b)クロストーク雑音波形

図8 クロストークによる雑音

に伴う配線上の各種制限から線幅が細く,間隔が狭くなるので,許

容寸法精度が高くなることと集積回路の組込みがIH題となる｡フラ

ットパッケージの導線間隔は1.27mm(0.05in)であり,はんだ付

けのためのパッドを一列に並べることができないので互い違いにし

て回路の接続を可能としている｡なおこの導線ほリボン形であり,

在来の部品のように簡単に基板にそう入することができない｡特殊

な切断機と組込み折具を開発して組立作業を行なっている､つ

3.配 線

高速回路すなわち立上り立下i川古間の速い回路を使用するために

整合のとれた伝送形式の配線システムを用いなければならない｡す

なわち全回路の遅れを規甜直内にいjlるためi･こほ配線のインダクタ

ソスと察量をきちっとおさえる必要がある｡門己線の仁三怖遅れのため

に生ずる波頭のリソギノダや波形の段付き,オーバーシュートは動

作のマージンを捕らし,誤動作の瞑凶となる｡まず何路の速度は出

力負荷の容量によって制限される｡長い配線は反射を避けるため必

ず特性インピーダンスで終端しなければならない｡8000シリーズ

ではこれらを規定するために通常の電線による配線に変えて[lj刷配

B C

ノ丁一

30cm

2ns

V,

‾‾､30cm‾/ ､‾-45cⅢ

ra)阿 i格 例

6ms

Zo

tb)出荷B,C,Dの反射による†言号据iA点の波形

図9 反 射 に よ る 雑 音

線の技術を用いている｡バックパネルに印刷配線板を用い,100n

の線路を形成させており,長い線路ほ100nの抵抗ブロックで終端

している｡線路の良さほ,DC損失とクロストークで制限されて

いる｡この伝送線形式をとると途中に接続される負荷となる回路の

人力インピーダンスがきわめて重要となり,反射を小さくするため

にできるだけ高くすることが好ましい｡CML回路の入力インピー

ダンスほ5knと5pFのコンデンサが並列になった等価回路で去

わすことができる｡各部の常数および特性を去∈にして反射量が安全

なレベル以下になるようfl荷の数,負荷間隔などの配線規則を決定

し,越川している｡

3.1クロストーク

クロストーク純音ほ隣り合った線路がスイッチしたときセソス線

の働きをして拾う雑音である(図8参照)｡2本の伝送線が長さヱの

t;日+仁子Jに走っているものとする｡センス線は長いネットの一部と考

え特性インピーダンスZoで両邦ほも終章言f這されでぉり,反射の影響は

考えないとして,並行区間のクロストークを考察する｡スイッチ線

を脚の信号が伝播するときセソス線には上′”(d才/dg)の電圧とC椚(血

/d′)の唱流が誘三尊する｡これがセンス線上を両方向に伝播する｡駆

動側に近いセンス線の端に生ずる電圧ほスイッチ信号と同相で大き

さは線艮Jとほ無関係である(線長gの伝播時間はスイッチ信号の

立上り時間より長い場合)センス線の遠端に生ずる雑音電圧は全長

gにわたって誘起された電1i三が重なり合って来るのでヱの長さに比

例し,位柑ほ信号と道になる｡したがって許解される並行線長Jは

エ′′～,C,刀の人きさによって決定される｡

3.2 反 射

図9(a)の回路を想定し,立上り2ns振幅0.85Vの抗のパルス

で駆動された場合について検討する｡B点では線路インピーダンス

るとCMLの入力インピーダンスZ∫,丁が並列になっているので少n

の反射波が生ずる.コ

♪=宏吾‥反射絶
Z上:負荷インピーダンスでこの場合るとZg乃が並列とな

ったもの

この場合のA点の波形は出力インピーダンスをると仮定すると,

図9(b)のようになる｡反射波の振幅ほ線路につながる分岐のイン

ピーダンスの関数で図10によ阜)算出することができる｡分岐線の

容量はCMIノの人力容量5pFのほかにそれに接続するための配線

の分が加わり図11のように推定される｡実際問題として8000シリ

ーズでは駆動パルスの立上り時間の平均は6ns程度であり,負荷間

隔は30cm以下であるので反対の影響は立上りの途中に表われ,立

上りの傾斜をゆるめ段当たりの遅れを大きくする結果となってい

る｡2種類の配線規則をもっており,終端(直列)ネットと非終端

ー84
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図13 ソケットを取付けたプラッタ

(並列)ネットがある〔,並列ネットは図12のような接続で完全に容

量負荷を駆動するものと考えられるもので,配線の全長が20cm以

‾‾Fのものに適用される｡巾列ネットでは線良ほ線路の虹流電圧降下

とシステムの雑音によって制限されるのみである｡ただし負荷間隔

の制限をノ､1二りかつ†話弓一の遅延を計算し考掛こ入れて諭坪設計を行な

わなければならないごノ

4.コ ネ ク タ

ブラグインの接続には従来の5020,3030などと同様にニッケル

ド地メッキの上に金メッキを施したものが用いられているが,高解

度実装のため必要ピン数が増加したため新しいコネクタを開発し

た｡32本の論坪ピンと3本の接地ピン2本の電源ピンを標準として

いるが,メモリ用プラグインおよびケーブル接続のものはさらに電

圧,接地ピソが追加されている｡コネクタは最大48の接点を有し,

1/8インチ間隔の格子の上にピンが配列されている｡この格子の上

のピソの配列ほプラッタの印刷配線を有効に利用できるよう決定さ

れている｡コネクタのモー′しドにはプラグインの案内用の耳がでて

おり,この長さが上下で異なっていて方向をほっきりと識別できる｡

コネクタのピソは角形の燐青銅でバネ作用を行なわせ金接点を溶接

している｡金接点はプラグインとは良好な接触が得られ,ピソ全体

の金メッキを不安とするので高信頼度,低価格のコネクタとするこ

印刷回路導線
表
ス
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Ⅰズ112 並列桜紙ネット

図14 プ ラ ッ タ

とができる｡ピンほ3本の0.4¢の線をラッピング接続できるだけ

の長さを有している｡これは印刷配線ですべての接続ができない場

合,電線で回路を形成するのに肌､られる｡コネクタほプラツタの

穴にそう入して組立てられ,はんだ付けで接続される｡つ このほんだ

什けはウェーブ･ソ′レダリソグにより行なわれる′二,

5.プ ラ ッ タ

ブラッタの設計は本実装方式の中心であり,かつ最も屯変な部分

である｡設計臼標ほバネ′レ配線の90%を印刷化し,配線のインピー

ダンスを一様化し,電気的シールドを保つことにある､Jこのために

マイクロストリップラインの原理が応用される｡,すべての信号線は

上卜の外側の面に配置され,それぞれの面ほ縦または駅の山線の克

を受持ち,両耐まス′レーホールメッキで接続され厄f自配線が子fなわ

れる｡インピーダンスほ100オーム±10%である｡､接地および電

源は内層に入れられる｡.以上のことから信号線の線幅は0･25mm線

間隔ほ0.64mm,線とパッドの間隔は0.15mmである｢ノしソドほ1/8

インチの格子上に1.5mm孔径1mmを標準とし,ノ㍉ソドけ引こ2本

の信号線を通すことができる｡

本システムの代表的な例では寸法約2.5mmX45cmx45cmで5

層の印刷配線屑をもっている｡内層3層は接地と電源屑であり両外

側層が信号配線と層間配線に用いられている.っ両外層の信号侃線長

は約150mである｡ス′レーホール･メッキによって信号屑問および

電上モ層,コネクタ間の接続を行なっで‡ゴー)約15,000偶のパッドのう

(G)

)外層用積層板(片醐張)

)内層用積鰍(片棚張)
)内層瞞鰍棚銅蝦)
)外層用桔屑板(片醐掛

m銅肘どi層板のプラスチック屑

(a)

図15 プ ラ ッ タ 構 造 図
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図16 プラッタ設計製作のフローチャート

立 評 論 第49巻 第3号

(a) ワ ー ド シ ー

ト

(b) ワードシートモジュール

固18 固定記憶装置ワードシート

囲17 固定記憶装置スタック

ち8,500個がス′レーホールとして用いられている｡電源の供給は外

周の大形のスルーホール群からなされる〔〕

プラッタの設計,製作工程の概略を図柑に示す｡内層の模様およ

び暦数,組合せはそのプラッタに実装する回路の種類および外部と

の接続コネクタ数でほぼ決定され数種頸の標準が定められている｡

外層の設計は論理設計によって決定された回路をプラグインに分割

し,それらプラグインのピソの間を信号線で結ぶ作業である｡このた

捌こほ前述の配線の項で述べられた各種の制限を守りながらなるべ

く多数の配線を印刷配線で行なうよう考慮が払われる｡かくして設

計された1ayoutにしたがってネガ用,穴あけ用および検査用の紙テ

ープが作られる｡プラッタは精度を非常に高く要求されること,多
数の穴と線分からできており,人間の作業の限界を越えていること,

およぴでき上ってからの修正が困難でありかつ特性を悪くすること

から,ネガの作成,穴あけ,接続検査には数値制御の自動機が用い

られている｡ネガ作成の自動製図枚械ほ直接ガラス乾板の上に原寸

でパターソを描きマスターポジを作成する｡作業にはこれを転写し

て使用する｡

る.固定記憶装置(RO帆R¢ロd Only人∧emory)

固定.吉山意装置ほ従来の計算機では論理回路で行なっていた制御機

能を果すものであり,マイクロプログラムをたくわえている記憶装

置であるr,8100,8300,8400にはほぼ同一の構造をもったROMが

採用されている｡このROMはトランス形のものでその記憶はUI

コアのなかを線が通っているか否かによって行なわれる｡このコア

ほフェライトであるがメモリコアと異なり,不飽和状態で用いられ

るもので通常のトラン′スと同様に線形回路である｡ROMの記憶用

のワード線ほマイラーベースの印刷回路板上に形成されており,こ

れを256枚積重ねて54偶のコアと組み合わせてスタックを構成し

ている｡この印刷回路板ははしご形の回路がトランスの両脚にそれ

ぞれ1組ずつ印刷されているがこれをマイクロプログラムのビット

パターンに従って脚の内側または外側に穴をあけることにより機械

的に切断し所要の記憶を行なわせる｡また印刷パターンは位置が少

しずれたものが2組あり,これを互い違いに組み合わせることによ

ってワード線間の浮遊容量を減らし,駆動時の雑音を減らすよう工

夫されている｡この方式は普通の電線を通す方式に比べワード線の

常数を正確に制御することができるので安定な動作が得られる｡駆

動系ほ語選択形式であるので,各語ごとに最低1個のスイッチが必

要であり電圧スイッチとドライバのマトリスクスによるダイオー

ドスイッチによってこれを行なっている｡このダイオードは先のワ

ード用印刷回路板を接続しているプラグインカード上に実装されて

いる｡読出し信号はⅠコアに巻かれたセンス巻線から得られる｡こ

のセンス巻線は約1Vの出力電圧が得られるよう巻数が決定されて

いるので特別な増幅器を必要とせず,直接エミッタフォロワでCML

回路に入れられタイミングパルスでストロープして読み出される｡

トランス形のROMで速度を制限している要因はフライバックの減

衰特性であるが,上記の印刷基板を用いて容量を減らしかつセンス

巻線を適当な抵抗で終端することにより4SOnsのサイクル･タイ

ムを得ている｡

7.スクラッチ･パッド･メモリ

8400では高速のメモリをレジスタとして使用して経済化を因って

いる｡このメモリほ外径30ミル内径10ミルのコアをpartialsvitcb

を用いてアクセス･タイム120nsサイクル･タイム480nsの速度

をもっている｡このスタックは語選択形式で128語,1語は4バイ

トと2パリティビット,計34ビットの容量をもっている｡1ビット

2コアであり,プラグインの形で実装されている｡

ー86-
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還慧

図19 スクラッチパットメモリスタック

1ビット2コアの動作は1組のディジット駆動回路の片方を駆動

して書き込み,読みH_ルのとき二つのコアの磁化状態を比較して

"1”,"0”を判定することによって行なわれているこ.たとえば図20

においてA,BともにRの状態にあるとする｡書込むためにBにデ

ィジットパ′レスを流し同時に書込みパルスがA,Bともに与えられ

る｡このときA,B両者とも部分磁化を受けるが,Bのほうがディジ

ットパルスと書込みパルスの相加わった磁化を受けるのでより濃く

磁化された状態となる一､この状態で読出しパルスを受けるとコ7は

再びRの状態に成るが,このときAよりもBのほうがスイッチする

晶が多いため大きな出力が得られる､.したがってBとAの電圧差を

求めると正の出力が得られるし)道にAディジット電流を流して書き

込めば読み出し出力には負のものが得られるし)このような動作をす

るため読出し増幅器には差動増幅器を用いる｡

8.主記憶装置

8300,8400の主.‾i刑責装置は同一の構成でサイクルタ=､1.44/∠S

の電流一致方式のものであり30ミ′レのコアを用いているしノ スタッ

クの容量は32,768バイトで16,384個(128×128)のコアをもった18

枚のプレーン(おのおのパリティをもった2バイト)で構成されてい

る｡8300でほ最初の1スタックに,8400でほ2スタックに2048バイ

ト(128×8×2)が追加されているが,これはプログラムでほアドレ

スできず,処理装置が内部で制御のた捌こ用いられる｡したがって

8400でほ最初のバンクは69,632/ミイトの容量をもっているカ＼追

加されるバンクほ65,536バイトとなる｡この1/ミンクごとにメモリ

の制御回路をもっている｡なお小容量のものほ1/4バンクおよび1/2

バンクシステムとなっている｡

メモリバンクは4枚のプラッタから成る｡1枚のプラッタが読み

出し回路,アドレスとデータレジスタ,タイミング発生回路および

譜
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読
---･●-
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十′｢

巷 説
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R

___レ/コアA コアB

(a)2つのコアの磁化状態
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召

405

図21主記憶用コアスタック

その他制御回路を実装しており,次の1枚がインヒビットドライバ

と同書込み回路をもっており,他の2枚はそれぞれスタックとそれ

のⅩYの選択および駆動回路を収容している｡ⅩY線の逃択にはド

ライバとスイッチを用いたトランスダイオード･マトリックスが用

いられており,これらはすべて標準のプラグインに実装されているウ

インヒビット線は1枚のプレーンが8に分割されている｡インヒ

ビットドライノミほアドレスレジスタによって制御され,それに対比二

した1部のインヒビット線にしか電流を流さないようにしてある｡

また1枚のプレーンは4本の分割したセンス線をもっていて,4

個の独立したセンス用の前置増幅器をもっている｡この増幅器ほ差

動増幅器となっていて,センス線に乗る同相の雑音を拾わないよう

設計されている｡センス増幅器の出力はトンネ′レダイオードとトラ

ンジスタの複合弁別回路に加えられてタイミングパルスでストロー

ブされて"1”,"0”が判定される｡

センス系の回復時間を確保するためセンス線とインヒビット線ほ

512のコアでのみ交さするよう配置と編線が決定されている｡

9.結 言

以上HITAC8000シリーズに採用された集積回路とその実装方

式とメモリについて概略を述べた｡これらは8000シリーズの高い

パフォーマンス/コストを支えるハードウェアの主要な部分である

が,電子計算枚はますます大容量,高速,高信板度,低価格のもの

が要求されており,これを可能とするのは部品とその実装の技術的

進歩にまたなければならない｡集積回路や多層印刷回路板による実

装などはまだ実用の緒についたばかりであり,今後の発展ほ,はか

り知れないものがあり,設計製作両面の技術の進歩,新技術の開発

が行なわれるものと期待される｡

/コアB

コアA

コア8-コアA

時 間

(b)2つのコアの出力

図20 1ビ ット 2 コ ア メ モリ
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三重コ ⊆i〕 lル′ 特 許 の 紹 介 蓮]

特許第454975号(特公昭38-14281)

金 属 と セ ラ ミ ッ ク の 接 着 方 法

もt来のセラ ミ
ックと金属たとえばモリブデンとの接弟ほ,セラ

ミ

ックにモリブデン金属ペイントを筆その他で堵布するか,特左のメ

ッシュをとおしてプリントするいわゆるシルクプリ ント方式によっ

ており,このためいずれも量産ならびに精度のうえで問題があると

いう欠点があった｡

この先明は_ヒ述のような欠ノ∴くを取り除くために,感光性浮≠液に金

.≠す
モ吏〕

小田 原弘造

屈またほ金鳩化f‡物を添加し,懸濁あるいほ桁解させたいわゆる接

着金践インクを接着すべきセラミックに塗布乾燥し,任意のネガを

これに締着L,拓光後現像し焼結することによって金属とセラミッ

クを接着するというもので,この発明によればセラミックと金属の

接居においてその様着を簡単容易にかつ精密に行なうことができる

という特上主を石するものである｡ (荷田)

新 案 の 紹 介

登録実用新案弟775618号

多 極 真

この考案はステムセラ ミ
ックと金属外被を用いたi-リ筒状多梅其ご仁

甘の構造に関するもので,図I如こホすように第3グリッドの一端を

l自二接に,また陽極を耐熱性のセラミックスペーサを介して金場外被

に固着したものである｡

この考案によれほ第3グリッドおよび陽柚と金属外被とを一体化

したため,構造が強固でかつ全体を小形化することができるという

効果がある｡

(桁L上り

登録実用新案第775617号

電 子 管

この考案はr･り筒状の防熱形カソードを有する電子管のヒータ固定

肘‾;占; 心緒

/
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ヒ一夕

＼センタサポート

図 1
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企偶外姓

セラミック

スペーサ

陽極

ド島越リード
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構造に関するもので,図1および図2に示すようにコイル状のヒー

タを取り付けた金属製のスプールの下部に穴を設け,ヒータ心線に

金属細条をまきつけ,その端をスプールの穴の裏側にとおし,この

裏側において金属細条とスプールとを溶接したものである｡

この考案によれば構造簡単にしてヒータ溶接はずれのような電子

管の致命的事故を確実に防I卜することができる｡

(福田)

ヒータスプール

孔

図 2

心線

金城柵粂

溶接点
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